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科の系統的な学習内容を榊想した既報(赤松他.1991

；字高他,1991；田辺他,1991；字高他.1991)との

関係、および「総合授業：水」の教育課程におけ

る位置付けを示す。さらに、水に関する学習内容

の、家庭科の領域間および他教科との関連を示す。

１．序

本報では、家庭科を中心とした総合授業を提案

し、その具体化として、「総合授業：水」におけ

る小・中・高等学校の学習到達目標と系統性及び

学習内容櫛想を示す。次に、「総合授業：水」の

学習内容構想の母体として小・中・高等学校家庭
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環境教育VOL，８－２



鰐合授業：水」の学習内容櫛fＨ（鏑２報） １５

１９９６；赤松､1998)に既出)。

詳しい説明は４．に示した。

４．「総合授業：水」の学習内容櫛想

表１に、各学校段階の学習内容の関連を、小学

校の学習内容項目に添って系統的に示した。学習

内容頭目を各左ＭＩＩに示し、学習内容については、

学習作業および到達目標を行動形式で示した。系
統的学習のために特に重要だと考える到達目標に

ついては太字ゴチックで示した。その概要を以下
に示した。

（１）小・中・高等学校の学習内容

各学校段階の学習テーマ・項目・学習内容の概
要は、以下のとおりである。

小学校では、まず、水浄化の原理を理解し、水

質汚濁の実態を調べる。水の術環と人111生活のllU

わりのなかで、水質汚濁の原因を考える。また、

きれいな水を供給する源である森林の働きを知り、

森林保全の必要がわかる。対簸について、行政・

企業レベルと生活者レベルに分けて考え、行政・

企業レベルでは、いろいろな立場からの損得で考

える。生活者の対策としては、きまりを守る必要

と正しい洗浄・排水のしかたを理解する。洗浄は、

洗湿だけでなく衣・食・住・身体も含めた洗浄全
体として理解する。

中学校では、水斑汚濁の実態を科学的に測定し、
水質基準との比較をする。河川の主な水質汚濁源

が生活排水であることから、合理的な下水処理お

よび水・森林との側わり方を、環境・資源の問題

として総合的に考える。そこから、きまりを守る
個人の努力だけでは問題解決には到らず政策力泌

要なこと、対策・政簸には利響の衝突があること

および企業の社会的賀任を理解する。また、飲み

水汚濁とおいしい水の基準を調べ、おいしい水を

売り物にした商品の流行について考え、より抜本
的な解決に向かうための梢IMI者行動の社会的責任

を考える。生活者の対策としての洗浄について、

洗浄と環境汚染の11Ｉ係、繊維の種類と洗浄のしか

た、洗浄に関わる消費者問題を扱う。

高等学校では、水問題の歴史を知り、’111題が発

生する社会のしくみ、政策ができた背景・政策を

２．家庭科を中心とした総合授業の必要性

「縫合授業：水」の学習内容櫨想（第１報）－

水問題の課題と授業報告分析一」（赤松他,1999）

では、水問題にIMIする文献から課題と必要な教育

内容を抽出するとともに、家庭科その他の関連す

る教科の水の授業案および実践報告を分析した。

その結果、いずれの教科においても、水問題の解

決につながるような水の浄化・水循環・社会シス

テムの扱いが充分でなかった。特に家庭科では、

体系化ぎれた自然科学的・社会科学的原理に基づ

いて生活スタイルを方向づけるような内容が整理

きれていないために、対簸の優先NIT位がわからず、

また将来の新たな水問題への対応能力が育成でき

ていないなど、教科目標の根幹にかかわる問題が

あることを明らかにしたｃ

水1111組を根本的に解決するためには、水環境を

総合的にとらえ、水資源の活用や、水ＩＭＩ題の原因

・政莱をも含めた、一貫した方策の実践参加能力

の育成等まで含む学習内容が必要であると考える。

そのためには発達段階にあわせた各学校段階での

系統的な蓄穣力泌要である。関連する複数の教科
内容を合わせても、総合的な学習内容が成立して

いない現状であることから、教育効果をあげるた

めに、直接生活に関わる家庭科を中心とした系統

的な「総合授業：水」を柵想提案することにする。
この総合授業を家庭科を中心に構想したのは、家

庭科が生活問題の対策と実践を教科の主要な内容

としているためである。その具体的な学習内容は、

理科的な自然科学的原理や社会科的な社会システ

ムなどの内容、および従来からの家庭科的な生活

者としての対策とその実践能力の育成を包含する
ものである。

３．小・中・高等学校の学習到達目標と系統性

第１報(赤松,1999)で「水IHI題の課題と考え方」
および「これまでの家庭科および他教科における

水に11Ｉする学習内容」を詳細に分析した。ざらに、

子どもの認識発逮段階(赤松他,1991)を配慮して、

「総合授業：水」の骨子である小・中・高等学校

の学習到達目標と系統性を図１にまとめた((字高．
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表１「総合授業：水」における小・中・高等学校の学習内容の関連
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表２水に関する学習内容の教科間の関連
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太字ゴチックは「総合授業：水」に該当する

教
科

小学枝

１．２年３年４年５年６年
中学校 高 等学枝

生
活 Ｉ?I然餌磯

生き物【二親しむ

理
科

稗の土壌Ｅｌ鱗91Lの水iii環生物の体の働きと噺塊

地域の劇蝦観察とのIllI係
111鱗保護

ｌ分野

２分野

砿・アルカリ・増

I:l鱗環境雌全、生命静ilt、

生物生存を支える鰯境饗lXI、

Yi灘やエネルギーiMi

総合理科

化学１Ａ

生物１Ａ

生物ＩＢ

地学１Ａ

地学ＩＢ

I:I然の蝿識、１２１然現境闘搬、ｒｌ然嘱塊慨余

I:l然界の物質とその変化（水）、環境l鰡渭、衣料.

漉剤の化学

活と41§物、職lIZ物のｲﾘlli

生態系と物聞鮒現、現塊蝿拓増

地球環境の変化と鵬強

蝉水と麟水

社
会

上水逆公帯

下水道水のリサイクル

森林iif源
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環擁保全

地珊

公民

環焼やFiiMiと生活

公ｉｌｆ防止、環Mﾛ保全、

樹源やエオ､ルギーのｲi効利

Ⅱ1.1則発

地朧・ilt界史Ａ

地朧・ilt界史Ｂ

地麟・日本史Ａ

地歴・［1本史Ｂ

地騰・地理Ａ

地聡・地理Ｂ

公民・現社

公民・償理

公民・政経

人類の生存と現塊

I:l然現塊への適応と文I）lのおこ')、f11学技術と環暁

人jUiの生存と嚥塊

地域の111然条fl:と殿山

煎娩、涜ｉｌＩｉ

人１１１１と現椣

環境と生活、公11f勝112と嚥塊慨企

自然脱、ｌ:l鱗やＦ１学技徽と人ｌｌＩＩの１１UわI）

公害防１１:と環境保全

保
体 よい水の必饗性 鵬体.

保健

水辨iIlIと浄化、公樽 保体・保健 環填と他Lli

技
砺
・
鱗
腿

【頑】《生活と環塊》

住みよい環境

【住】（住居管理と自然頃

塊》

材質・汚染・資源

家
歴
一
般

【被】《洗浄）洗浄．（撞廠の消費》被服の憶報

【住】《住居轡理と自然環塊）汚染、資源

【経済】（生活と経済）消費行動の検肘

家
庭



小学校 中学校 高等学校

水質汚濁の

実態把麺

肛感での拠鰹肥搬ができる＜佼区＞

生物が生きるために必要な水の条件を知る

l:l熟科学的左原理に鵜づく災態把1Mができる

生活排水が主な汚染灘であることがわかる

＜IEI、地球規櫨＞の水測iF制を知る
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原理の把握

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

l:l然界の水の11i現がわかる

騨林と水鎚調節（ijk水・掲水防止）の116巡を知る
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Ｉ

辨本的唯披本蛎がわかる 拡本鮠のI:l鱗科学的産臓理がわかる

！

遵蚤1Ｊが守れる

l1j分も加掛粉であることがわかる（IHiﾄﾞﾘな生協）

自分のlkf8を科学的にjLMけことができる

iiIi甜行鰯の社会的斑柾がわかる

水に１１Uわる荊溌行動の兇ilfLをす.ろ
生活者対策

いろいろな磁場からのllI11lで考える 社会の野冊を知る 矛刑が発生する社会のしくみがわかる
行政・企業

対策
企業の社会的斑任がわかる

偲人の努力（きまりを守る）だけではなく、

政雄が必饗なことがわかる

政莱がわかる、lIIIlul点をlqIる

翻発と111鱗保全のバランスの天秤で政雄
を検i制する

図１聡合授業：水」における小・中・高等学校の学習到達目標と系統性
（赤松他,1991)(宇高他.1996)(赤松,1998)をもとに再構成
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2０ 宇高順子赤松純子

知る。開発と自然保全のバランスの天秤で政策を

検討する。また、水に関わる消費者行動のチェッ

ク項目がわかるようにし、洗浄にＩＭＩわる消費行動

を検討する。なお、各学校段階とも10時数程度と

し、小学校ではこれにフィールド遠足、学級活動

を加える。

システムや政策の見直し」につなげる。

ⅡⅢⅣ水質汚濁の原因および対策について

水質汚濁の原因および対莱については、水の供

給源である森林の働きを含めて、自然界の水循環

と人Ⅱ生活の関わりの中で考えさせる。

行政・企業にかかわる内容として、小学校で、

「良いと思ってしたことや悪くないと思ってした

ことから生じた問題があること」に気づかせる。

中学校では、「自然保全と開発・生産・生活の矛

盾」に気づかせ、それらのバランスをとるための

「政莱が必要であること｣、また「政簸には利害

の衝突があること」に気づかせる。高等学校では、

「政雄や基轆の作られ方｣、「1111題がおきた歴史的

経過」を知り、環境保全と開発のバランスを考え

て「政雄を見直す｣。

生活者にかかわる内容として、小学校では「便

利な生活の享受者である自分も加害者であること」

がわかり、「きまりを守る必要」に気づかせる。

また、「正しい洗浄・排水のしかた」を体験的に

わからせる。中学校では、実験をとおして、「生

活を科学的に見直す」ことができるようにする。

これらを踏まえ、高等学校では「消徴行動のチェッ

ク」ができ、「消費行動の見直し、商品の点検、

家庭への提言や将来の家庭生活への反映」ができ

るようにする。

(2)小・中・高等学校の学習内容の系統性

小・中・高等学校の学習内容の系統性を、小学

校の学習内容項目に添って以下に示した。（表１）

Ｉ水の浄化

水浄化の原理について、小学校では「自然界に

おける生物による水浄化」を扱い、中学校では人

の工的な上水・下水処理を含めた「物理的・化学的

・生物的な水浄化」を総括する。中学校で、水浄

化の原理を軸に「抜本雌の自然科学的原理を理解」

きせ、高等学校でそれらを実現するための「社会

システムや政策の見直し」を行わせる。高等学校

段階で政策や基準の見直し能力を養うためには、

政策の内容や基準値についての客観的意味合いま

での理解が必要であり、そのためには小・中学校

での原理や実態についての実験や実態調査をとお

した体験的理解が不可欠であると考える。

Ⅱ水の術環

水質汚濁の実態については、小学校で「五感に

よる把握」を、中学校で「科学的な測定や調査」

を行い、科学的な数値と五感による把握の関連に

気づかせる。このように数値の意味や差について

実態を伴う把握（科学的感性を饗うことにもなる）

をさせることは、商等学校において「政莱や基準

の見直し」能力を育成する際に、数値のうのみで

はなく、より内容を理解し主体的に評価判断する

ためのトレーニングとして、不可欠な体験学習と

考える。実態把握から対簸まで理解苔せるために、

原則として小学校では自分で確認できる校区～市

町村を主とするが、失敗例や先駆的事例の紹介等

は、地域の範囲にこだわらない。

水循環や水ｉｉｉ調節対策については、小学校では

「抜本策の原理がわかる｣、中学校では「きまり

を守る個人の努力の他に社会の矛盾に気づき、政

策の必要がわかる」ようにし、商等学校の「社会

５．小・中・高等学校における家庭科の

学習内容栂想と本研究の関係

第１報(赤松他,1999)で述べたように、本研究

は、既報「家庭科の学習内容とその具体化」第１

～４報(赤松他,1991；字高他,1991；田辺他,1991

；字獅他,1991)で位置付け、学習内容項目を設定

した「総合授業：水」の部分について、実際に授

業ができるレベルまで具体化するものである。以

下に、既報における「総合授業：水」の位魁付け

を説明する。

「男女共鯵」「消費者教育」「生命と性と家族の

教育」「生活環境と資源の教育」「燗報教育」は、

時代・社会の要求であり、学習指導要領にも明記

きれている。既報「家庭科の学習内容櫛想とその

具体化（第１報）－基本的な考え方一」（赤松他，

環境教育VOL、８－２
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1991)では、「生ii1i環境と資源の教育」に関する徽

想の視点として、「環境問題と人間の生活との関

連について、各学校段階での位置付けを明確にす

ること」を掲げ、櫛想の特徴として「学校段階に

よる差や発展がわかるように示す」「児童・生徒

の発達段階に沿って学習の目標レベルを股定する」

「現場ですぐ実施可能なレベルの具体化を図る」

をあげた。そして、生活を総合的にとらえるべき

「生活環境と資源の教育」の部分については、領

域を越えた構想を提示し、水の総合授業を位置付

けた。

家庭科におけるこれまでの環境教育プラン(櫻

井他」994；河野,1994；日本家庭科教育学会中国

地区会,1993；日本家庭科教育学会近畿地区会,1992

；日本家庭科教育学会九州地区会,1993）との大

きな相違点は、環境問題を部分的に取り上げるの

ではなく、生活全体の循環理論として扱い、生活

と環境との関わりを総合化する生活環境教育とし

て体系づけた上で、環境・溢源問題を生活のレベ

ルで考え実践できるように、具体的に示すことで

ある。本研究では、最終的に、小・中・高等学校

各々の学習内容をワークシートとして完成し、授

業実践による検証を行う。水Illl題に糖通していな

い教師でも、また、水問題が深刻化していない地

域でも扱える汎用性のある几体的な授業案として

提案する予定である。

いに住みよい環境を作ることができる－を中心と

した総合授業。

高等学校：＜家庭科＞の【衣生活の設計と被服

製作】領域一洗浄、被服の愉報一及び【住生活の

設計と住居の管理】領域一汚染、資源一を関連さ

せて、総合授業として組む。（｢家庭科の学習内容

構想とその具体化(第４報)」(田辺他1991）で

は、特に総合授業と明示していないが、組んで行
う。）

７．家庭科の領域間および他教科との関連

家庭科の領域IIllおよび他教科との関連を表２．

にまとめた。他教科については関連する学習指導

要領の項目を、家庭科の領域1Nについては学習指

導要領の教育現｣Mliでの拘束性を考慮した既報(赤

松他,1991；宇高池,1991；、辺他J99I；字高他，

1991)の学習内容榊想の学習項目を抽出したもの

である。「家庭科を中心とした総合授業の必要性」

の項で述べたように、「総合授業：水」は基本的

に家庭科の授業枠内で実践できるような総合授業

として柵想提案する。ただし、他教科を祇極的に

この授業と関連させたり、複数教科で組む総合授

業として膨らませることは大いに望まれる。この

表は、そのように教師が教科111の関連を考慮でき

るように参考資料としてまとめたものである。

「総合授業：水」につながるように各航域および

教科での１１０連づけぺ』連携を行うことにより、教育

効果が期待できる。
6．「縫合授業：水」の教育課程

における位圃付け

８．まとめ
教fi課程における「総合授業：水」の位置付け

は、既報「家庭科の学習内容構想とその具体化

（第１～４報)」（赤松他,1991；字高他J99I；、

辺他,1991；字廠他,1991)に紫づくもので、次の

とおりである。

小学校：第６学年く家庭f:}＞の【被１１１１】領域一

洗浄一および【家族の生活と住まい】領域一自然

環境と人間の生iiF-を中心とした総合授業。なお、

体験学習を重視して季節を考慮して作成した小学

校家腿科授業のfI1111計画における位iii(付けはすで

に示した(字高他,1991)。

中学校：＜家庭科＞の【家庭生活】領域一お互

1．家庭科を中心とした「総合授業：水」の必要

性を述べた。

２．「総合授業：水」の骨子である'１，．１１１.高等

学校の学習到途目標と系統性を示した。

３．２．をさらにｌＬ体化した［総合授業：水」の

小・中・商辨学校の学習1ﾉﾘ容構想を示した。

４．既報「家庭科の学習内容撒想（第１～４報)」

と本研究のIMI巡及び教育搬程における「総合

授梁：水」の位性付けを示した。

５．水に関する学習内容について、家庭科の領域

IIII及び他教科との関連を示した。

環境教育ＶＯＬ８－２
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河野公子編著，1994,中学校技術・家庭科で進め

る環境教育，明治図惑．

櫻井純子・橋本郁縞箸，1994,小学校家庭科で進

める環境教育，明治図書．

田辺勝利・赤松純子・字高順子，1991,家庭科の

学習内容構想とその具体化（第３報）中学校に

おける学習内容榊想と年間計画，愛媛大学教育

学部紀要第１部教育科学，37,233-246．

日本家庭科教育学会近畿地区会，1992,家庭科に

おける環境教育資料．

日本家庭科教育学会九州地区会，1993,家庭生活

領域の研究と実践一家庭科教師の悩みと課題－，

家政教育社．

日本家庭科教育学会中国地区会共同研究報告轡，

１９９３小・中・高等学校で”生橘環境，，をどう

教えるか．

なお、第１報および本報告を授業レベルまで具

体化した、小学校における「総合授業：水」のワー

クシートの一部は、別に報告した。（宇高順子他，

1996）
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